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医療の現場アラカルト- Vol.16      英語担当 Eさん

通訳を担当する患者さんとの関わりが一回限りでも、またごく限られた時間であったとしても、そのストーリーの先
が幸せなものであるように、と通訳士としてはいつも願わずにはいられないのです。

そのストーリーは、旅行中に思わぬ病気に見舞われ入院し、退院の見通しが立ったものの、
中東での戦争が原因でフライトがキャンセルされてしまった、などの旅のトラブルや、生活にかかわることなど多岐に
わたります。最近の出来事で印象に残っているのは、在留資格を延長するために入管に提出する診断書を、改めて発行
してほしいと言ってこられた患者さんです。なんでも、すでに前に病院から発行された診断書を提出したものの、日本
に留まる必要のある理由として認められなかったため、更なる治療が必要であると見込まれると書いた書類を発行して
ほしい、このままでは近いうちに強制的に母国に帰らざるを得なくなってしまうとのこと。

医療通訳士が患者さんにかかわる時間は、患者さん一人ひとりの人生の時間を考えれば、ごく限られた時間にすぎま
せん。しかし限られた時間の中で、患者さんの病気に関することを含め様々な背景や事情に触れることもあり、それぞれ
の人生のちょっとしたストーリーを垣間見たような気持ちになります。

実際に行った治療についての事実しか記述できない、と説明したものの、「母国では満足のいく医療を受けることがで
きないから、どうしても日本に留まりたい！」と訴えられ、その訴えから日本以外の国の医療事情が見えてきて、思わ
ずその人のこれまでの人生ストーリーを想像しました。その後、手続きがどうなったか、私は知ることはありませんで
したが、数ヶ月してから別の診察で病院を受診された際に再度通訳を担当しました。直接伺ったわけではありませんが、
どうやら無事に日本に留まることが許されたようで、私の中で、短いストーリーがつながった瞬間でした。


